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国
民
健
康
保
険
保
健
施
設
「
温
泉

セ
ン
タ
ー
」

割
引
利
用
券
を

配

布

し

ま

す

　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の

湯
」
と
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の

湯
」
及
び
秋
川
渓
谷
「
瀬
音
の

湯
」
の
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

実
施
期
間
は
、
２
０
０
９
年
３
月

　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３１
　

対
象
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
す
。
割
引
後
の
負
担
額
は
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
が
４
０
０

円
（
「
瀬
音
の
湯
」
の
み
６
０
０

円
）
、
子
ど
も
（
小
学
生
）
は
３

施
設
と
も
２
０
０
円
と
な
り
ま
す

（
別
途
入
湯
税　

円
が
必
要
で

５０

す
）
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
保
険
証
を
お

持
ち
に
な
り
、
保
険
年
金
課
（
市

役
所
４
階
）
ま
た
は
南
・
な
る
せ

駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山

の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
い
で
下

さ
い
。

□問
 

保
険
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

３
０

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
の
お

申
し
込
み
に
は

預
金
通
帳
・
届
出
印

を
お
持
ち
下
さ
い

　

高
齢
任
意
加
入
と
は　

歳
以
上

６０

の
方
が
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得

る
た
め
ま
た
は
受
給
額
を
増
や
す

た
め
に
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

制
度
で
す
。

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加

６０

６５

入
で
き
ま
す
（
た
だ
し
厚
生
年
金

に
加
入
中
の
方
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
）
。

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
高
齢
任

意
加
入
を
申
し
込
む
方
に
は
、
原

則
口
座
振
替
で
保
険
料
の
支
払
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
任
意
加
入
を
ご
希
望
の
場

合
は
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・
口

座
の
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
の
窓
口

で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
高
齢
任
意
加
入
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
は
、
今

後
も
引
き
続
き
納
付
書
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

保
険
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

２
７

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
精
神

障
が
い
者
及
び
原
子
爆
弾
被
爆
者

「
い
こ
い
の
家
」

ご
利
用
下
さ
い

　

協
定
料
金
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

○
対
象　

①　

歳
以
上
の
方
②
身

６０

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
及
び
原

子
爆
弾
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
と
付
添
人

○
申
し
込
み　

直
接
宿
泊
施
設

へ
。

【
①
②
い
ず
れ
の
方
も
対
象
の
施

設
】

　

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
（
11
０
４
６

０
・　

・
８
８
０
０
、
6
０
４
６

８５

０
・　

・
８
２
１
０
）
、
伊
東
小

８５

涌
園
（
11
０
５
５
７
・　

・
４
１

３７

３
１
、
6
０
５
５
７
・　

・
３
７

３６

９
４
）
、
小
松
屋
八
の
坊
（
11
０

５
５
９
・　

・
１
３
０
１
、
6
０

４８

５
５
９
・　

・
０
０
０
６
）
、
ホ

４８

テ
ル
城
山
（
11
０
４
６
５
・　

・
６３

０
１
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
６３

０
１
４
９
）
、
ホ
テ
ル
石
庭
（
11

０
５
５
２
・　

・
４
１
５
５
、
6

６２

０
５
５
２
・　

・
３
３
０
４
）
、

６３

箱
根
ホ
テ
ル
小
涌
園
（
11
０
４
６

０
・　

・
４
１
１
１
、
6
０
４
６

８２

０
・　

・
４
１
２
３
）
、 
宙 
渡
月

そ
ら

８２

荘
金
龍
（
11
０
５
５
８
・　

・
０

７２

６
０
１
、
6
０
５
５
８
・　

・
２

７２

２
３
９
）
一
望
閣
（
11
０
４
６
５

・　

・
１
２
５
１
、
6
０
４
６
５

６８
・　

・
１
２
５
２
）

６８
【
①
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

青 
巒 
荘
（
11
０
４
６
５
・　

・

ら
ん

６３

３
１
１
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
６３

３
１
１
６
）
、
藤
元
（
11
０
５
５
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町
田
市
中
学
校
運
動
部
活
動
事

故
再
発
防
止
検
討
委
員
会
は
、
２

０
０
７
年
８
月
に
町
田
市
立
中
学

校
で
発
生
し
た
部
活
動
に
お
け
る

事
故
を
受
け
て
、
同
年
９
月
に
発

足
し
、
事
故
の
再
発
防
止
に
向
け

た
今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
２

０
０
８
年
２
月
ま
で
の
間
、
５
回

に
わ
た
り
検
討
・
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
３
月　

日
に

１３

同
検
討
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る

日
本
体
育
大
学
教
授
・
平
沼
憲
治

氏
か
ら
、
山
田
教
育
長
に
最
終
報

告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
「
安
全
の
手
引

き
の
作
成
」
と
「
施
設
・
設
備
の

改
善
に
つ
い
て
」
の
２
点
に
つ
い

て
、
検
討
・
協
議
し
た
結
果
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
「
安
全
の
手
引

き
の
作
成
」
に
つ
い
て
は
、
「
運

動
部
活
動
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル－

中
学
校
運
動
部
活
動
を
安
全
に
行

う
た
め
に－

」
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
は
、
部
活
動
に
お
け
る
教
職

員
の
共
通
理
解
、
顧
問
の
役
割
と

責
任
、
安
全
指
導
・
安
全
確
保
の

方
策
、
事
故
発
生
時
の
対
応
等
で

構
成
さ
れ
、
特
に
熱
中
症
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
小
・
中
学
校
の
全
教
員
並

び
に
中
学
校
部
活
動
の
外
部
指
導

員
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

等
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
施
設
・
設
備
の
改
善

に
つ
い
て
」
で
は
、
温
度
計
・
湿

度
計
は
既
に
全
小
・
中
学
校
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
大
型
送
風

機
を
全
中
学
校
の
体
育
館
に
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
熱
中
症
指
標
計
を
全
小
・

中
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
・
配

布
す
る
よ
う
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
提

言
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
設
置
・

配
布
を
行
い
ま
し
た
。
同
報
告
書

で
は
そ
の
他
に
、
冷
凍
庫
の
設

置
、
体
育
館
の
屋
根
の
断
熱
性
能

の
向
上
等
に
つ
い
て
も
、
中
・
長

期
的
に
検
討
す
る
よ
う
提
言
し
て

い
ま
す
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　

長
野
県
川
上
村
に
あ
る
自
然
休

暇
村
で
は
夏
季
期
間
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
２
泊
３
日
単

位
の
利
用
で
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

夏
期
利

用
の
た
め
、
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
と
そ
の
随
伴
者
ま
た
は

家
族
に
限
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
１
組
１
通
）

に
「
自
然
休
暇
村
夏
期
利
用
申

込
」
と
記
入
し
、
利
用
施
設
（
本

館
ま
た
は
キ
ャ
ビ
ン
）
・
希
望
利

用
日
の
番
号
（
第
３
希
望
ま
で

可
）
・
利
用
予
定
人
数
・
代
表
者

の
住
所
（
市
内
在
勤
で
市
外
在
住

の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
）
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
５
月　
３１

日
ま
で
（
必
着
）
に
自
然
休
暇
村

（
〒　

－

１
４
０
３
、
長
野
県
南

３８４

佐
久
郡
川
上
村
秋
山　

－

　

、
6

５３

１５

０
２
６
７
・　

・
２
２
４
０
、
Ｅ

９９

メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c
h
id
a
k
y
u

k
a
m
u
ra
.jp

、
7
０
１
２
０
・

　

・
２
８
３
８
）
へ
。

５５※
本
館
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕

２
食
２
０
０
０
円
で
食
事
の
予
約

を
承
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

※
重
複
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

※
車
イ
ス
利
用
の
方
を
除
き
、
キ

ャ
ビ
ン
の
タ
イ
プ
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ビ
ン
Ａ－

３
・
Ｂ－

３
は

ペ
ッ
ト
連
れ
可
能
で
す
。

※
最
寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
ま
で
の

無
料
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自然休暇村施設一覧
利用料室数施　　　　　設
１泊１室
８，０００円１７室本　館

（和室１０畳、定員６人）
１泊１棟
５，０００円３棟Aタイプ

（和室８畳）
キャビン

（台所、浴室、トイレ
あり、定員５人）
※自炊可

１泊１棟
４，０００円３棟Bタイプ

（和室６畳）

２００８年度自然休暇村夏期利用日
キャビン利用日（２泊）番号本館利用日（２泊）番号
７／２８～３０１２７／２９～３１１
７／３０～８／１１３７／３１～８／２２
８／１～３１４８／２～４３
８／３～５１５８／４～６４
８／５～７１６８／６～８５
８／７～９１７８／８～１０６
８／９～１１１８８／１０～１２７
８／１１～１３１９８／１２～１４８
８／１３～１５２０８／１４～１６９
８／１５～１７２１８／１６～１８１０
８／１７～１９２２８／１８～２０１１

自
然
休
暇
村

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
然
休
暇
村

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
宅
を
発
電
所
に

し
て
み
ま
せ
ん
か

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
申
請
受
付
開
始
】

　

市
で
は
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

に
対
し
、
そ
の
設
置
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
午
前　

時
か
ら
境
川

１４

１０

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
環
境
保
全

課
で
、
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
の
住
宅
等
を
所
有

す
る
方
で
、
原
則
と
し
て
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

○
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム　

太
陽

電
池
出
力
が　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

１０

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
市

が
別
に
定
め
る
技
術
仕
様
書
に
適

合
し
、
未
使
用
の
も
の

○
補
助
金
の
交
付
額　

３
万
円
に

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出

力
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す

が
、　

万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す

２０

※
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
前
に
、
申
請
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
既
に
設
置
し
て
い
る

も
の
及
び
工
事
に
着
工
し
て
い
る

も
の
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※
申
請
書
及
び
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
環
境
保
全
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

７
・　

・
４
１
３
３
、
6
０
５
５

４５

７
・　

・
３
７
７
３
）
、
お
お
や

４５

（
11
０
５
５
８
・　

・
１
１
０

９８

８
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
３
８

９８

５
）
、
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
（
11
０
４

６
０
・　

・
５
５
６
１
、
6
０
４

８５

６
０
・　

・
５
６
８
８
）

８５

【
②
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
（
11
０

４
６
５
・　

・
３
７
２
１
、
6
０

６３

４
６
５
・　

・
６
４
０
１
）
、
ペ

６３

ン
シ
ョ
ン
太
陽
の
子
（
11
6
０
５

５
１
・　

・
４
６
３
３
）

３６

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
１
、
6
７
２
４
・
１
１
９

０
、
障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・

２
１
４
７
、
6
７
２
４
・
１
１
９

１

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



【
式
場
棟
増
築
の
お
知
ら
せ
】

　

南
多
摩
斎
場
は
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
待
合
棟
の
北
側
に
式
場

棟
の
増
築
工
事
を
行
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
騒
音
や
資
材
搬
入
車

両
の
通
行
な
ど
で
、
利
用
者
や
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
場
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
現
在
の
和
式
式
場
は
、
待
合

室
専
用
に
な
り
ま
す
。

○
概
要　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て
延
床
面
積
１
１
１
８
・

　

㎡
、
１
階
は
祭
壇
付
の
洋
式
大

２７式
場
（
１
０
４
人
収
容
）
と
洋
式

小
式
場
（　

人
収
容
）
の
２
式
場

３５

で
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
族
控
室
（
洗
面

所
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
）
、
僧
侶

控
室
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
霊
安
室
（
４
体
収
容
）
、
更

衣
室
を
備
え
ま
す
。
２
階
は
お
清

め
室
に
も
使
え
る
洋
室
待
合
室

（　

人
収
容
）
３
室
な
ど
で
す
。

４０
○
工
事
期
間　

６
月
〜
２
０
０
９

年
３
月
（
式
場
の
オ
ー
プ
ン
予
定

は
２
０
０
９
年
７
月
）

　

詳
細
は
、
南
多
摩
斎
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
m
in
a
m
i

ta
m
a

‐sa
ijy
o
.jp
/

）
を
ご
覧

下
さ
い
。

【
臨
時
休
場
し
ま
す
】

　

５
月　

日
（
水
）
は
通
常
休
場

２１

日
（
友
引
）
、　

日
（
木
）
は
保

２２

守
点
検
の
た
め
臨
時
休
場
し
ま

す
。

※
火
葬
業
務
は
５
月　

日（
水
）、

２１

　

日
（
木
）
は
休
場
し
ま
す
。
受

２２付
、
霊
安
室
業
務
は
平
常
ど
お
り

実
施
し
ま
す
。

※
式
場
は
５
月　

日
（
火
）
の
通

２０

夜
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん
。　

日
２２

（
木
）
の
通
夜
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

□問
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